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プラント内や環境で測定された放射性核種(RN)輸送比のばらつきは大きく、不確かさを減少させるためには、

炉内や環境に放出された RN の移行・沈着挙動の理解が必要不可欠である。本報では SAMPSON2.0 を用いた

1F 解析を通じて、RN による炉内・環境の汚染メカニズムを報告する。 
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1. 緒言 

1F の廃棄物処理において、放射性廃棄物の特性を把握することは重要である。現在、廃棄物に含まれる放

射性核種(RN)とセシウム 137 の割合（RN 輸送比）をあらかじめ評価し、廃棄物特性を簡易的に見積もる手法

が検討されている[1]。本研究では SAMPSON2.0 を用いた解析をベースに 1F 構内における輸送比を評価する。 

2. SAMPSON 解析による RN 輸送比評価 

RN 輸送比は対象とする RN とセシウム 137 の見かけ上の割合であり、以下の様に定義される。 

Tx = M(X)/M0(X)/{M(Cs)/M0(Cs)} M0：Initial inventory mass (kg), X: interested nuclide. 

Table 1 は SAMPSON による解析で得られた環境（表中 Environment）の輸送比(2011/3/14 時点)と環境で測定

された輸送比とを比較(2011/3/21 頃)している。ヨウ素について解析結果は 1 を大幅に下回るのに対し、測定

値は 1 を大きく超えており、ヨウ素がセシウムよりも放出されやすい傾向を示す。モリブデンについて、解

析結果は燃料からの放出率とほぼ同程度の値を示すが、測定値は一桁低い値を示している。 

3. 結論 

RN 輸送比について、解析結果と測定値を比較した結果、ヨウ素やモリブデンについては乖離が比較的大き

いことが判明した。今後は、事故シナリオや SAMPSON の物理モデルについて見直しを進める。 

Table 1 Comparison of transport ratio between Unit-1 calculation results and measurement values 

 

 

 

 

 

 

Point1:西北西約 500m Point2:西約 500m Point3:南南西約 500m 
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